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平成 27 年度 事業報告書 

コース 自主事業コース ・ 協働市民提案コース ・ 協働行政提案コース 

事業の名称 障がい児の保護者の居場所づくり事業 

実施団体名 ＮＰＯ法人ペアレント・サポートすてっぷ 

市担当課名 総合療育相談センターゆめぱる 

総事業費 ５４１，０８７円 市の負担額 ３０７，０００円 

①事業の概要 ＊事業の全体像を簡潔に記入してください。 

障がい児の親が気軽に立ち寄り話をして帰れるような「居場所」づくり。その場所をベースに様々な、

親にとって有益なプログラムを提供する。今回は、本格的な【居場所づくり事業】を実施する前のプレ

事業として実施。 
＜居場所 A「うさぎカフェ」＞倉敷市粒浦の一戸建てを借りて 2015 年 10 月および 2016 年 1 月の 2
か月実施する。（１か月＋１か月、計２か月） 
＜居場所 B＞子育て支援の団体に協力を願い、「間借り」の形での「居場所」を実施する。（約 2 週間） 
②事業の成果 
 ＊「平成 27 年度事業申込書の⑥事業の成果」がどのくらい達成されたかを記入してください。また，実施した事業の

詳細は「⑤事業実施記録」に記入してください。 

＜居場所 A「うさぎカフェ」＞ついて 
【10 月のうさぎカフェ 結果】 
平成 27 年 10 月一か月間（開所日 13 日・うち貸し切り１日）、利用者延べ 166 名、正味 114 名 
利用者のうち障がい児の保護者は 68 名、そのうち新規利用者は 44 名。新規利用者の割合…65％ 
一日の利用平均約 13 名 
【１月のうさぎカフェ 結果】 
１か月間（開所日 8 日）の延べ利用者数 151 名（子ども・赤ちゃん含む） 
 内訳→大人の利用者 119 名、子ども・赤ちゃん 32 名 
大人の利用者は一日平均 15 名 
大人の利用者のうち保護者の割合は 77％（92 名） 
子連れでの来所が増（全来所者のうち子どもの割合 21％） 
 
＜事業の成果＞ 
当初の目標 

障がい児の保護者にとって、悩んだときにすぐに行ける「居場所」を作ることにより、障がい児の

保護者が精神的に安定すること（それが子育てに良い影響を及ぼすから） 
成果１０月度のカフェ最終週にとったアンケートにおいて「居場所カフェをどのくらいの頻度で利用

したいか」を問うたところ、７割の人が月に２回以上利用したいと回答。「カフェに期待するもの
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は？」との問いに対し最も多かった答えは「困ったとき・不安なときに、スタッフに相談したい」。

「週に何日オープンしていたら利用しやすいか」との問いに対しては約半数の人が週３日以上、

約４割の人が「週４日以上」と答え、その理由は「いつもしていると思うと安心できるから」。ア

ンケートの結果から、このカフェの存在が、保護者の「安心」につながるであろうことが伺える

結果となった。 
 当初の事業目標は週 20 人の集客を目指すことであったが、結果として 1 日利用平均が 13 人～15

人となり、＜居場所Ａ＞が予想をはるかに上回る規模となったため、今期は＜居場所Ａ＞のみに活

動を集中させ、当初計画していた居場所Ｂ（外部団体へ間借りして居場所を作る）については次期

に延期することにした。 
＊事業の成果を自己評価すると何点になりますか。計画通りであれば 100 点とします。 

 なお，想定を大きく上回る成果を得ている場合は 100 点を超える点数を記入してください。 

③事業の課題 ＊事業を実施する中で浮上してきた課題を記入してください。 

＜居場所Ａ「うさぎカフェ」＞の利用者が予想外に多いため、団体側の人手が不足している 

 

点 120 
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④事業実施記録 ＊実施した事業の詳細を記入してください。 

実施日時 実施内容 実施場所 従事者の人数 
受益対象者の

範囲及び人数 

10月 2日、5日、

6 日、7 日、9

日、14 日、16

日、19 日、21

日、23 日、26

日、28 日、30

日 

週 3 回、カフェ形式の相談場所を開所 

開所時間 10 時～15 時 

個別相談 6 件（うち 3 件は時間外） 

倉敷市粒浦 217－

2 

5 名 166 名 

1 月 5 日、7 日、

12 日、14 日、

21 日、24 日、

26 日、28 日 

週 2 回、カフェ形式の相談場所を開所 

開所時間 10 時～15 時 

個別相談 5 件（うち 1 件は時間外） 

倉敷市粒浦 217－

2 

5 名 151 名 
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収支精算書                                    

（収入の部）                             （単位：円） 
項  目 予算額 収入済額 主な収入の内訳 

会費からの繰り入れ 16,000 4,520  

寄付 261,000 51,467  

カフェ売上・相談料 28,000 178,100 来客数 166 名（ランチ 136,000 円，

カフェ・相談 42,100 円） 

市補助金 307,000 307,000  

合  計 612,000 541,087  

 
（支出の部）                             （単位：円） 

区

分 項  目 予算額 支出済額 主な支出の内訳 

経
費
①
（
対
象
経
費
） 

人件費（団体会員に支

払うもの，交通費を含む） 
41,000 0  

人件費（団体外部に支

払うアルバイト代等） 
 0  

謝 金 
（講師等に支払うもの） 40,000 0  

旅費交通費 
（講師等に支払うもの） 12,000 0  

消耗品費 55,000 141,689 清掃用品，キッチン消耗品，設備補

修用品など 

印刷製本費 57,000 1,110 チラシコピー代 

通信運搬費  0  

保険料  0  

使用料，賃借料 100,000 123,083 家賃（50,000 円×2 か月），カフェ

の光熱水費 

委託料・外注費 80,000 88,560 カフェ開設時の清掃，コンセント増

設 

その他（材料費） 25,000 134,142 カフェ材料 

小計 410,000 488,584  

経
費
②
（
対
象
外
経
費
） 

報償費・人件費 139,000 0  

食糧費 7,000 19,792 従事者食事代 

水道光熱費 38,000 0  

雑費，その他 18,000 32,711 営業前許可申請手数料及び衛生講習

代 23,280 円，その他 9,431 円 

小計 202,000 52,503  

合 計 612,000 541,087  

（記入上の注意）※ 予算額は申込み時に提出した様式第３号の内容を記入してください。 


